
授業科目 医療福祉コミュニケーション

［担当教員名］ 対象学年 2 
丸田秋男 開講時期 前期

単位数 1 

【＜概要＞】

対象学科 i理学・作業・言語・義肢・栄養・スポ・看護・社会

必修・選択 ！ 選択

時間数 i 15 

今日の人間社会におけるコミュニケーションは大きな問題を抱えている。医療福祉の分野におけるディス・コミュニケーションの

問題を取り上げ、患者や利用者との関係、専門職種間の関係、他機関との関係等に焦点を当てながら具体的な事例を検証する。

その学習過程を通して「よいコミュニケーション」のための自己課題を明確化し、専門職にとって必要な方法を具体的に理解する。

［＜学習目標＞】

1.医療福祉の専門職を取り巻くコミュニケーションの問題を理解する。

2.医療福祉の現場に見られるコミュニケーションの問題の実際を事例を通して理解する。

3.医療福祉の専門職に求められるコミュニケーション能力を理解する。

回

数 授業計画又は学習の主題

11ディス・コミュニケーションとは

21ディス・コミュニケーションの実際

1よいコミュニケーションとは
4医療福祉現場における

コミュニケーション (1)

51医療福祉現場における

コミュニケーション (2)

61医療福祉現場における

コミュニケーション (3)

71まとめ

ディス・コミュニケーションとは何か

理解する。

日常生活に見られるディス・コミュニケー

ションの実態を体験的に理解する。

よいコミュニケーションの要素を理解する。

医療福祉現場におけるコミュニケーションの

実際を学ぶ。

医療福祉現場におけるコミュニケーションの

実際を学ぶ。

医療福祉現場におけるコミュニケーションの

実際を学ぶ。

SBO 

番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講義

講義と演習

講義

講義（ゲスト講師）

講義（ゲスト講師）

講義（ゲスト講師）

講義
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